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研究成果の概要（和文）： 

本研究は，筆者らが開発したテニスの電子スコアブックの機能としてのパフォーマンス評価
プログラムを開発し，実際の指導場面での活用結果からその有効性について検討するものであ
る．本研究の結果，performance profiling 手法を用いたパフォーマンス評価は，試合のセット
取得と関連があり，セットを取得したプレーヤーは相手プレーヤーよりも高い評価結果となる
ことが明らかとなった． 

 

研究成果の概要（英文）： 
 The purpose of this study was to develop the performance evaluation system as one of the 

function of the computerised scorebook for tennis and to verify the validity of the system on 

coaching tennis. The results of this study showed the relationship between the results of 

performance evaluation system and the results of actual matches. The winner of a set 

showed better performance on the performance profile than the loser of a set. 
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１．研究開始当初の背景 

本研究は，筆者らが開発したテニスの電子
スコアブック（高橋ら，2006；以下，スコア
ブックとする）の機能としてのパフォーマン
ス評価プログラムを開発し，実際の指導場面
での活用結果からその有効性について検討
するものである．筆者は平成 17-18 年度の科
学研究費の助成により，スコアブックを開発
した．スコアブックは試合中の情報を試合を
観戦しながら入力し，各種データを集計する

もので，コーチングの現場に役立てることが
できる．さらに平成 19-20 年度の科学研究費
の助成により，スコアブックを用いたパフォ
ーマンス評価法について検討した．スコアブ
ックの特徴の一つは，試合中の時間に関する
要素を記録することができることである（高
橋ら，2006；Takahashi et al 2006）．その
時間の要素を分析することにより，サーバー
とレシーバーのプレーの傾向を明らかにす
ることや（Takahashi et al, 2007; Takahashi 
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et al, 2008），ポイント取得の傾向を明らか
にすることができた（高橋，2008；高橋ら，
2008）．さらに本申請段階では，平成 20 年度
の研究の総括として，スコアブックを用いて
ショット時間の分析結果を出力するための
プログラムの開発を進めている． 
これら一連のスコアブックを用いた時間

要素の分析により，テニスのパフォーマンス
を評価するための貴重な示唆を得ることが
できた．Hughes（1994）はゲーム分析の目的
のひとつとして「戦術面の評価」を挙げてい
る．筆者によるスコアブックを用いたこれら
一連のゲーム分析研究，特に時間要素を用い
たゲーム分析は，テニスの戦術面の評価に大
きな貢献が可能であると考えられる．そこで
本研究は，電子スコアブックに追加する新た
な機能としてのテニスのパフォーマンス評
価プログラムを開発し，実際の指導現場で活
用することにより，同プログラムの戦術面に
ついての評価の有効性について検討するこ
とが目的である． 

 

２．研究の目的 

本研究はこれまでの一連の研究の結果明
らかになった，テニスのパフォーマンス評価
に有効と考えられる指標を基に，それらのデ
ータを簡易に出力することが可能なパフォ
ーマンス評価プログラムを開発（課題Ⅰ）し，
その有効性について実際の指導現場で活用
した結果から検討する（課題Ⅱ）ものである． 

各課題で明らかにする点として，課題Ⅰで
は，スコアブックを用いたテニスのパフォー
マンス評価プログラムを開発する．パフォー
マンス評価にあたっては，スコアブックでデ
ータ収集が可能なスコアと各ポイントでの
最終ショット，ショット時間などをパフォー
マンス評価の指標として用いる． 

パフォーマンス評価の手段としては，近年
研 究 が 進 め ら れ て い る performance 
profiling の手法（Hughes et al, 2001; 
O'Donoghue, 2005; James et al, 2005）を
用いる．performance profiling は，スポー
ツにおけるパフォーマンスを定量化するた
めの手法であり，統計の概念を応用すること
により，プレーヤーやチームのパフォーマン
スの特徴を明らかにすることを可能にして
いる．  

課題Ⅱでは，課題Ⅰで開発したパフォーマ
ンス評価プログラムを実際の指導現場で活
用し，その効果や課題を明らかにする．指導
現場での活用を通して，それぞれの年代で必
要とされるパフォーマンス指標やその至適
レベル等について検討を行い，パフォーマン
ス評価プログラムの有効性や課題について
明らかにし，今後のスコアブックならびにパ
フォーマンス評価プログラムの改善につな
げていく． 

 

３．研究の方法 

2009 年度はスコアブック（図１）の機能と
してのパフォーマンス評価プログラムの開
発を行う．パフォーマンス評価プログラムは，
①パフォーマンス評価出力と②プロファイ
リングの２つの機能を含むものとする． 
 

 
図１ スコアブックの入力画面 

 
①のパフォーマンス評価出力にあたって

は，テニスのゲーム分析やスコアブックによ
る分析の一連の研究結果で対象とした指標
について，スコアブックのデータから出力で
きるようなプログラムの開発を行う． 
②のプロファイリングにあたっては，①で

規定した各指標をプレーヤーの属性やレベ
ルによってデータベース化することで比較
可能な形式にする．比較の結果を出力する際
には performance profiling の手法を用いる． 

2010 年度は 2009 年度に開発したパフォー
マンス評価プログラムを実際の指導現場で
活用し，その有効性や課題について検討する． 
対象とする指導現場としては，ジュニア年

代である高校のテニス部と，一般年代である
大学のテニス部とする．どちらも全国レベル
から地域レベルまで幅広いレベルの選手を
有するチームを対象とする． 
対象とするチームの選手が参加する試合

をパフォーマンス評価対象の試合とし，過去
の試合のビデオ映像やトレーニング時のパ
フォーマンスなどを比較対象のパフォーマ
ンスとする．パフォーマンス評価プログラム
を用いて，選手ごとにそれらのパフォーマン
スの比較を行うとともに，選手自身と指導者
からもそれぞれのパフォーマンスに関する
評価を行う．プログラムによるパフォーマン
ス評価結果と選手・指導者によるパフォーマ
ンス評価結果について，選手・指導者にイン
タビュー調査を行い，パフォーマンス評価プ
ログラムの有効性や課題について検討する． 



 
４．研究成果 

2009 年度の研究では，当初の予定のうちの
パフォーマンス評価の出力に関するプログ
ラムの開発を行った． 
2009 年度の研究の結果，スコアブックのデ

ータ出力プログラムとして，Stats 機能（図
２）と Momentum 機能（図３）を開発するこ
とができた．Stats 機能は，テニスの試合の
評価で一般的に用いられている各種指標
（1st サービスの確率，サービス時のポイン
ト取得率，ブレークポイントの取得率など）
を試合終了後即座に出力するものである．
Momentum 機能は，試合中の得点の流れを示す
ものであり，Hughes ら（2006）によってその
有効性が示されている．スコアブックには，
道上ら（2009）の示した手法に則り，１ポイ
ントごとの得点の流れを示したグラフを，試
合終了後即座に出力する機能を付加した． 
これらの機能を用いて，実際の試合でのデ

ータ入力と出力ならびにプレーヤーへのフ
ィードバックを行なった．その結果，Stats
ならびに Momentum の出力を試合終了後即座
に行なうことができることが確認された．ま
たそれらの結果を用いたフィードバックで
は，試合中の各種データを終了後即座に閲覧
できることにより，試合に関する反省を客観
的視点を持って行なえることができると考
えられた． 
 

 
図２ Stats 機能による出力結果 
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図３ Momentum 機能による出力結果 
 

 

2010 年度の研究では，当初の予定を変更し，
performance profiling 手法による評価の妥
当性の検討，スコアブックのデータを用いた
世界トップ女子選手のゲーム分析ならびに
指導現場での活用を行うための基礎研究を
行った． 
performance profiling 手法によるパフォ

ーマンス評価の妥当性についての研究では，
試合のセット取得と関連があり，セットを取
得したプレーヤーの profiling 結果は相手プ
レーヤーよりも高い評価結果となることが
明 ら か と な っ た ． 図 ４ に performance 
profiling によるパフォーマンス評価結果の
一例を示した． 

 
図４ performance profiling によるパフォ

ーマンス評価結果の一例 
 
さらに performance profiling の結果を算

出するために基準となるデータを，世界トッ
プ女子選手の試合を対象に収集し，そのデー
タの傾向についても検討を行なった．その結
果，世界トップ女子選手においてもサービス
の重要性が高いこと，グラウンドストローク
で終わるポイントの割合が高いこと，サーフ
ェスによってサービスのショット時間に違
いがあることなどが明らかとなった（図５）． 

 

 
図５ サーフェスによるサービスのショ

ット時間の違い 
 
さらに指導現場で実際に活用を行い，プレ

ーヤー自身の評価とパフォーマンス評価プ
ログラムの評価とに乖離があることなども
明らかとなった（図６）． 
 



 

図６ プレーヤーによるパフォーマンス評
価と実際の結果との違い 

 
これらの一連の研究結果により，スコアブ

ックを用いたパフォーマンス評価を行う際
の手法や基準値，また実際の指導現場で活用
する際の課題などが明らかとなった．この成
果を踏まえ，実践的なスコアブックの開発を
継続していく． 
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